事業主へのアプローチについて、皆様から意見を募りたいケースがあればご記入ください

北海道障害者職業センター
ケース概要
	対象者概要
	＜年齢＞　　　　　＜性別＞
＜障害＞　　　　　＜障害者手帳＞
＜通院・服薬有無＞

	ケーススタディで検討したいポイント
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※当日、グループ内で各ケースの詳細を共有する時間を設けますので、簡単に状況がわかる程度で結構です。支援が終了した過去のケースでも構いません。
※個人情報はアルファベットや記号への置き換えをお願いいたします。


（記入例）ケース概要
	対象者概要
	＜年齢＞20代　　　　　　　 ＜性別＞男性
＜障害＞先天性弱視　　　　　＜障害者手帳＞身体1級
＜通院・服薬有無＞年に1回通院　服薬なし

	ケーススタディで検討したいポイント
	・職場の方々が当事者に対するマイナスな感情でいっぱいになってしまう前に、どのような予防策が実施できたか。
・当事者に対するマイナスな感情が出てしまったあとにできるアプローチとして、どのような方法が考えられたか。

	ケース概要
	【対象者Aについて】
・生まれつきの弱視がある。両親は晴眼者。
・視覚支援学校に進学。あん摩マッサージ指圧師を養成するコースで勉強し、卒業後、就労移行支援事業所Bに通所。約1年の通所を経て、治療院Cに就職。

【事業主（治療院C）について】
・D氏という視覚障害のある社員が本人の指導担当であり、D氏は入職3年目。

【支援の経過】
・X年8月、治療院Cより視覚支援学校に、退職する指圧師の後任を探しているとの相談が入った。学校では主に、3月に卒業する生徒の紹介を行っていたが、タイムリーに募集したいというCの意向を受け、視覚支援学校が就労移行支援事業所Bを紹介。事業所Bに通うA氏がこの求人に興味を持ち、応募した。障害者トライアル雇用制度（3カ月）を利用し、入職。
・A氏の就職と同時に事業所Bがジョブコーチ支援を実施。院長が窓口であったが、支援開始すぐから院長より、A氏の言葉遣いや報連相の不足など、社会的な課題について相談があった。
・院長からは、D氏と比べるとA氏は劣っているというような発言が要所で見られた。ジョブコーチからは、D氏は後天的に弱視となった方であり、視力が低下する前に社会性を身につける機会が多くあったと予想されるため、D氏を比較対象とするのは慎重になったほうがよいと伝えたが、A氏を非難する言い方は収まらなかった。また、A氏への社会性の指導についても院内では行われておらず、ジョブコーチから院長やD氏に、事業所Bでのかかわりを伝えたうえで、本人への指導方法や伝え方を提案したが、その場では納得されても本人への指導が継続的に行われることはなかった。
・自身への風当たりの強さを感じたA氏が、トライアル雇用期間の終了のタイミングで退職を表明。




